
事前分析

施策分野における
背景・環境

及び抱えている課題

・国は温室効果ガス排出削減目標を2030年度に2013年度比で46％減、2050年度に
カーボンニュートラルとしており、昨年度策定したロードマップを活用したゼロカーボン
シティ宣言を予定している。
・剪定枝の排出や食品ロスが多いことから、ごみの排出量削減に向け、昨年度開始した配
付事業の強化並びに食品ロス対策が必要である。
・国は住宅の省エネ化を義務づけし、今後は創エネの強化を進めており、町としても更な
る推進が必要な状況にある。
・人口減少に伴うごみ量の減少、施設能力の余剰に伴う非効率な運営等の課題を抱え、今
後のあり方について検討が必要である。
・町の温室効果ガスは約７割を産業系が占めているため、企業に向けた更なる事業推進が
必要である。

・ごみの減量や再資源化の促進に向け４Rの取り組みを強化しながら、産業廃棄物の排
除、収集事業者が回収時に行う現況把握調査、焼却場への持ち込み事業者への廃棄物調査
及びそれに基づく指導などを継続する。
・剪定枝配付事業にあたり、配付量の増加を目指し需要者の要望に沿った対応を進める。
また食品ロス削減に向け健康増進課が実施する食育講座との連携や各種団体の取り組みを
強化していく。
・住宅の創エネ化を促進するための補助事業の見直しを図る。
・ごみ排出量の抑制に向け、出前講座等による啓発を図りながら、民間ボランティア団体
や企業との協働を促進する。
・一般廃棄物処理施設の効率的な運営に向け、他市町との連携も見据えた対応を図ってい
く。

施策分野における
改革・改善内容

及び今後の見通し
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施策分野における
これまでの

取り組みの概要

・町公式LINEと連携し、ごみの出し方便利帳やごみカレンダーの利便性向上を図った。
またごみカレンダーを配付時期を１月に変更し住民の利便性向上を図った。
・民間事業者と連携し、リユースプラットフォームを活用したごみの減量化及びリサイク
ルの活性化を図った。
・地球温暖化対策としてアースキッズ事業などのソフト面、各種補助金事業によるハード
面の両面から支援した。また温暖化に起因する熱中症対策としてクーリングシェルター事
業を推進した。
・下水道未整備区域の整備推進、既整備区域の排水設備への接続促進、下水道施設の適切
な維持管理の実施
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